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2抗体法によるCarcinoembryonic

Antigen（CEA）のRadioimmunoassay

の基礎的検討
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　Carcinoembryonic　Antigen（CEA）は，　Goldらによ

りヒト結腸癌および胎児消化器組織中に見出された癌胎

児性蛋白であるが，本抗原が悪性腫瘍の補助診断および

癌患者の治療ならびに経過リモニタリングに有用である

ことが認められるに至っている．我々は先に，CEAに

対する特異抗血清を作成し，Co皿ter　Immunoelectrop・

horesisによるCEAの検出を行った．今回結腸癌組織よ

りCEAを精製し，これと特異抗血清とを用いてCEAの

Radioimmunoassay，特に2抗体法による測定法の検討

を行った．CEAは，結腸癌組織の過塩素酸抽出物をSe－

pharose　4　B及びSephadex　G－200のゲル濾過を行った

のち，調製用ポリアクリルアミド電気泳動により精製し

た．得られた標品はディスク電気泳動で比較的限局した

単一のバンドを示し，GoldのCEAと免疫化学的に同一

の抗原性を示した．クロラミンT法で標識された125LC

EAは，標識後1日約0．2％の割合で抗体との反応性を失

った．抗血清は正常人血清及び肺，肝ならびに結腸上皮

組織抽出物で吸収され，これらのいずれに対しても沈降

線を生じないものが使用された．BoundとFreeのCEA

の分離は，硫安沈澱法，Zirconyl　Phosphate　Gel法およ

び2抗体法が検討され，2抗体法が最も良い標準曲線が

得られた．またアッセィは，Delayed　Addition法によ

り感度が高められた．以上の検討の結果，未抽出患者血

清0．1mlを用い，　CEA　2ng／mlまで測定可能な2抗体法

による測定法を確立した．本法による正常値は10ng／m1

であり，CEA　Roche　Kitの間接法（抽出法）に比べて

高値であるが，種々なレベルのCEA濃度の血清につい

て両法による測定値を比較すると，十〇．97の正相関が認

められ，両測定値はY＝0．99X十1．53の回帰直線式で表

わされる平行関係をなし，本法は簡易かつ有用な測定法

であることが認められた．
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　Carcinoembryonic　Antigen（CEA）のRodioimmuno・

assayによる測定法については，現在までに数種の方法

が発表されているが，今回，我々は2抗体法により，諸

種疾患々老血中CEA値を測定し，臨床的意義を追求し

た．2抗体法による正常値上限を10．Ong／m1とすると，

正常人の96％が陰性で，4％に軽度の上昇を認めた．悪

性腫瘍においては，食道を除く消化管系で陽性率が高く，

大腸癌のDukes分類Aでは約33％，　Bでは約40％，　C

では約50％，Dでは約95％の陽性率を示した．胃癌では

全体で約50％の陽性率であるが，リンパ節転移または肝

転移のみられたものは約90％の陽性率を示した．今回，

膵臓癌では約70％，胆嚢胆道癌では100％の陽性率を示

したが，これらは臨床的に進行した症例が多かった．以

上よりCEA値は癌が進展し転移のある例ほど高い陽性

率を示し，また高値を示す傾向にある事が認められた．

肝細胞癌52例と転移性肝癌35例について，それぞれC

EAとAFP値を測定し，転移性肝癌ではCEA値はほぼ

全例陽性を示し，AFP値は1例以外すべて陰性であっ

た．肝細胞癌ではAFP値は63％，　CEA値は54％の陽

性率を示したがCEA値はすべて80ng／ml以下であっ

た．これより肝腫瘍症例では，CEA値が80　ng／ml以上

の高値のものは，転移性癌，CEA値が低くAFP値が陽

性のものは，肝細胞癌が考えられる．良性疾患では，膵

臓炎や肝硬変症で25～30％の陽性率を示した．外科手術

または放射線治療によるCEA値の変動をみると，治療

が効果的であれば低下し，転移または再発が考えられる

症例ではCEA値は早期に上昇し，他の所見に先行する

事が多かった．治療効果判定，再発の早期発見に有用で

ある．
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